冬こそバードウォッチング

■冬に野鳥が多いワケは？

　日本の野鳥、約５５０種の半分以上は、「渡り」などの季節移動をしています。スズメやカラスのように一年中見られる鳥でも、若い鳥は秋に移動する例もわかってきました。渡り鳥の中では、秋に日本に渡ってきて冬を越し、春に去っていく「冬鳥」が最も多い上に、秋冬は山から低地に降りてくる鳥も加わるため、冬は都市や住宅地でも鳥が多い季節と言えます。

■冬に野鳥が見やすいワケは？

冬は、野鳥が庭やベランダにもやって来ます。そのワケは、本来虫を食べる小鳥でも、虫の少ない冬は、木の実などの植物質のものをたべるようになる季節だからです。また、木の葉が落ちた冬は、緑茂った季節よりも鳥の姿を見やすいのも魅力。もし名前がわからなくても、以下のように「何してるのかな？」という視点で見てみると楽しいものです。

· 何してるのかな？

1 歩き方、動作で名前がわかる

�両足を揃えてピヨンピヨン跳ねる・・・スズメ、ジョウビタキなど

�片足ずつ交互に歩く・・・ヒバリ、ムクドリ、ハクセキレイの仲間など

�尾羽を上下に振る・・・ハクセキレイの仲間

�おじぎをして尾羽を振るわせる・・・ジョウビタキ

�鳴きながらおじぎをする・・・ハシボソガラス

2 欠かさない羽の手入れ。頭もかく。

　　　�羽づくろい：鳥は腰から分泌される脂をくちばしでとって、羽の手入れをしながら防水加工もしています。そのため、水に濡れても平気なのです。

　　　�頭かき：くちばしが届かない頭の羽の手入れは、足で行います。スズメ目に分類される多くの小鳥は、翼を下げた間から足を出して頭をかきます（関節頭かき）

3 冬でもラブラブ？

�カモの求愛：小鳥は虫を餌に子育てするため、春に結婚するのが原則です。しかしカモは、冬に結婚してからシベリア方面に子育てに渡っていくものが多いので、冬になるとオスは派手な衣装となってメスに求愛します。

�相互羽づくろい：カラスやハトの仲間は、冬でもペアの睦まじい行動が見られます。二羽がお互いに羽づくろいするのは夫婦の証です。

4 お昼寝や防寒対策

�カモは夜行性の傾向があり、昼寝が見られます。羽が生えていないくちばしと足を羽には体温が逃げるのを防ぐ役割があるためです。寒い時期、太って見える鳥が多いのも、体温維持のため羽を膨らませているからです。

· 春の知らせを感じよう

小鳥の平均寿命は一年半程度と考えられています。冬に生きのびるものが少ないためで

　す。寒さや食糧難などの厳しい季節を乗り切ったものだけが、春を迎えて子孫を残すことができるのです。

　　彼らが必死で生きのびようとしている冬の暮らしを見ていると、恋の季節、子育てがスタートする春の兆しにも敏感になります。

《フイールドマナー》

　空を飛ぶには多くのエネルギーを必要とする一方、体を軽く保たなければなりません。つまり、鳥はよく食べ、よく出す（フンをする）生き物です。また、種ごとに食べ物や住みかを違えて共存しているので、いろいろな環境や生物が多様な野鳥の暮らしを支えていりことになります。

　バードウォッチングは野鳥を脅かしては楽しめないし、彼らのすみかである自然を荒らしては成り立ちません、人と自然との共存を目指す自然保護団体として、（財）日本野鳥の会では、下記のフィールドマナーを提唱しています。

　やさしいきもち

や・・・野外活動、無理なく楽しく

さ・・・採集は控えて自然はそのままに

し・・・静かに、そーっと

い・・・一本道、道から外れないで

き・・・着るものにも一工夫

も・・・持って帰ろう、思い出とゴミ

ち・・・近づかないで、野鳥の巣

　バードウォッチングを通して、野鳥の暮らしや彼らが暮らす自然環境について知ることが「やさしい気持ち」に結びつくことでしょう。また、観察することに夢中になって、人に迷惑をかけることのないように気をつけましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　（財）日本野鳥の会発行

　　　　　　　　　　　　　　　　野鳥観察ハンデイ図鑑　

冬こそバードオォッチング～野鳥で探す春のきざし～より
